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法政大学体育研究センター紀要
る選手はその間に約6.7ｍ進むことになる。カンテ前の直線部分が６ｍのジャンプ台であれば、
踏切りで大きな力積を得るためには直線部分に差し掛かる前に踏切り動作を始めなくてはなら
ない。すなわち曲線部分での外力の影響(足底への加重)を受けながら踏切動作を行うことにな
る。このような実際のスキージャンプのテイクオフグラウンドでの条件を考慮すると、ａタイ
プのような踏切が有利であるかどうかについては更に検討の余地がある。今後の課題としたい。
本研究は1名の被験者についての報告にとどまったが、今後はケースを増やし、助走姿勢と
踏切り動作の関係についての検討を重ねたい。
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